
大

正

期

横

浜

市

の

社

会

事

業

横
浜
市
の
社
会
事
業
は
、
大
正
期
以
前
は
主
に
民
間
団
体
の
活
動
が
担

っ
て

い
た
。
し
か
し

一
九

一
人

（大
正
七
）
年
の
米
騒
動
を
契
機
に
行
政
に
よ
る
社

会
事
業
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
。

神
奈
川
県
内
に
お
け
る
米
騒
動
は
あ
ま
り
大
規
模
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ

た
Ｔ
）。
県
内
で
の
騒
動
は
集
合

・
示
威
行
動
が
中
心
で
あ
り
、
米
商
人
や
富

豪
な
ど

へ
の
襲
撃
は
行
わ
れ
ず
、
大
都
市
の
な
か
で
は
か
な
り
平
穏
な
状
況
が

保
た
れ
て
い
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
厳
重
な
警
備
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

と
同
時
に
、
事
前
に
行
政
側
や
富
豪
た
ち
に
よ
っ
て
外
米
や
内
地
米
の
廉
売

・

施
米
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

神
奈
川
県
に
お
け
る
米
騒
動
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
社
会
政
策
を
充
実

さ
せ
る
方
策
が
急
速
に
実
現
化
し
た
こ
と
で
あ
る
（２
）。
こ
れ
は
有
吉
忠

一
神

奈
川
県
知
事
と
久
保
田
政
周
横
浜
市
長
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。

米
騒
動
直
後
か
ら
、
横
浜
商
業
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
有
吉
県
知
事
は
貧
困

者
救
済
事
業
と
社
会
問
題
の
研
究
を
行
う
官
民
の
共
同
機
関
の
設
置
に
動
き
だ

す
。　
一
九
年

一
月
、
社
団
法
人

「神
奈
川
県
匡
済
会
」
が
設
立
さ
れ
、
公
設
市

場

。
社
会
館

・
公
設
浴
場

。
休
憩
所
な
ど
を
横
浜

・
川
崎
に
設
置
し
、
三
二
年

に
は
横
浜
社
会
問
題
研
究
所
を
開
設
し
た
。

神
奈
川
県
は

一
九
年
内
務
部
内
に
社
会
課
を
設
置
、
同
年
横
浜
市
も
慈
恵
目

的
の
施
設

・
施
療

・
罹
災
救
助

。
日
用
品
市
場
の
設
置
を
業
務
と
す
る
慈
救
課

を
置
き
、
後
に
社
会
課
と
改
称
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
政
の
動
き
は
、
「救
貧

か
ら
防
貧
へ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
社
会
的
な
不
安
を
予
防
す
る
た
め
の
政
策

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ

っ
た
。

以
下
、
主
に

『横
浜
市
史
稿
』
第
十
二
章

「社
会
事
業
」
を
中
心
に
大
正
期

ま
で
の
横
浜
市
内
の
社
会
事
業
の
様
子
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

大

湖

賢

一

一　

職
業
紹
介
所

一
九

一
九

（大
正
八
）
年
、
横
浜
船
渠
の
職
工
九
百
名
が
解
雇
さ
れ
た
。
そ

の
失
業
職
工
た
ち
を
市
内
工
場
に
紹
介
し
た
こ
と
が
職
業
紹
介
の
始
ま
り
だ
っ

た
。
同
年
七
月
に
は
市
役
所
慈
救
課
内
で
職
業
紹
介
事
務
を
開
始
し
た
。
翌
二

ｏ
年
に
は
千
歳
町
、
花
咲
町
に
職
業
紹
介
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
後
に
千
歳
町

職
業
紹
介
所
は
廃
止
さ
れ
、
富
士
見
町
に
設
置
さ
れ
た
。
紹
介
所
で
は
、
職

業

・
内
職
の
紹
介
と
と
も
に
手
紙

。
葉
書
の
代
筆
な
ど
の
業
務
も
行
っ
た
。

二
　
住
宅
施
設

横
浜
市
は
、
「主
に
中
産
階
級
以
下
の
人
々
に
対
し
清
楚
に
し
て
低
廉
な
市

営
住
宅
を
提
供
し
市
民
の
生
活
を
安
固
な
ら
し
め
ん
」
た
め
に
各
種
の
住
宅
の

供
給
を
行
っ
た
。
そ
の
契
機
に
な
っ
た
の
は

一
九

一
九

（大
正
八
）
年
四
月
の

市
内
の
大
火
で
あ
る
。
こ
の
大
火
か
ら
の
復
旧
の
た
め
の
義
捐
金
二
十
万
円
の

一
部
で
南
太
田
町
に
市
営
住
宅
七
十
四
戸
を
建
設
し
た
こ
と
が
住
宅
供
給
の
最

初
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
市
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。　
一
九
二

一

（昭
和
六
）
年
四

月
現
在
に
建
設
さ
れ
た
市
営
住
宅
は
中
区
で
は
、
小
松
原
住
宅

・
翁
町
住
宅

・

池
ノ
坂
住
宅

・
西
戸
部
住
宅

。
南
大
田
住
宅

・
豆
口
住
宅

。
本
牧
住
宅

・
柏
葉

住
宅

・
北
方
住
宅

。
中
村
住
宅

・
井
土
ヶ
谷
住
宅

。
笹
下
住
宅
、
合
計
六
百
四

十
三
戸
、
神
奈
川
区
で
は
、
七
島
住
宅

・
子
安
住
宅

・
神
ノ
木
住
宅

・
斉
藤
分

住
宅

・
三
沢
住
宅

・
青
木
台
町
住
宅
、
合
計
二
百
六
十
四
戸
、
鶴
見
区
で
は
、

豊
岡
住
宅

。
生
麦
住
宅

・
尻
手
住
宅

。
本
町
住
宅

・
富
士
見
住
宅

・
堀
ノ
内
住

宅

。
大
東
住
宅

ｏ
日
之
出
住
宅

・
市
場
住
宅

・
潮
田
住
宅

。
菅
沢
住
宅

・
貝
助

住
宅
、
合
計
三
百
十
七
戸
、
保
土
ヶ
谷
区
で
は
、
神
戸
上
町
住
宅

。
宮
田
町
住

宅

・
峯
岡
町
住
宅

・
保
土
ヶ
谷
町
住
宅

・
星
川
町
住
宅

・
峯
岡
町
住
宅

。
保
土

ヶ
谷
町
住
宅
、
合
計
八
十
戸
、
四
区
の
総
計
千
三
百
四
戸
で
あ

っ
た
。
ま
た
の
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ち
に
下
級
俸
給
生
活
者
、
独
身
下
宿
生
活
者
に
対
し
低
廉
な
家
賃
で
衛
生
的
な

居
室
を
提
供
す
る
共
同
住
宅
館
な
ど
も
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
住
宅
建
設
の
進
展
に
と
も
な
い
、
市
は
二

一
年
か
ら
住
宅
組
合

設
置
を
奨
励
し
、
低
利
で
資
金
を
供
給
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
五
年
ま
で
に
七

十
八
組
六
百
二
十
七
戸
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
三
年
九
月
の
関
東
大
震
災
直
後
、
罹
災
者
の
た
め
に
市
内
各
所
に
応

急
施
設

（バ
ラ
ッ
ク
）
が
作
ら
れ
た
。
バ
ラ
ッ
ク
は
臨
時
施
設
で
あ

っ
た
た
め

し
ば
ら
く
し
て
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
入
居
者

の
代
替
施
設
が
必
要
と
な

っ
た
。
そ
れ
が
仮
住
宅
と
小
住
宅
で
あ
っ
た
。
仮
住

宅
は
家
賃

一
ヶ
月
五
円
以
下
で
な
い
と
支
払
え
な
い
低
所
得
者
層
に
対
し
て
二

五
年
三
月
、
住
宅
建
設
の
た
め
内
務
省
よ
り
交
付
さ
れ
た
八
万
六
千
円
を
使
い

三
百
戸
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
家
賃
支
払
い
能
力
が
な
い
世
帯
に
対
し
て
は
公

設
バ
ラ
ッ
ク
内
に
収
容
所
を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
も
二
八
年
に
撤
去
さ
れ
た
。

結
局
、
撤
退
不
可
能
だ
っ
た
池
ノ
坂

・
稲
荷
山
の
百
十
六
戸
を
仮
住
宅
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
住
宅
は
二
四
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
政
府

交
付
金
な
ど
に
よ

っ
て
県
が
市
内
十
五
ヶ
所
に
千
戸
を
建
設
し
、
管
理
は
横
浜

市
に
委
託
さ
れ
た
。
ま
た
二
六
年
六
月
、
小
住
宅
は
修
繕
な
ど
の
手
続
き
の
不

便
さ
か
ら
県
か
ら
横
浜
市

へ
無
償
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

横
浜
は
震
災
前
か
ら
多
く
の
外
国
人
住
宅
が
造
ら
れ
、
震
災
直
前
の
二
三
年

八
月
に
は
二
千
三
百
戸
、
七
千
六
百
五
十
人
が
住
ん
で
い
た
。
し
か
し
震
災
後

の
二
四
年

一
一
月
に
は
七
百
七
十
九
戸
、
二
千
百
五
十
六
人
に
減
少
し
て
い
た
。

多
く
の
外
国
人
は
神
戸
な
ど
に
避
難
し
た
の
だ
が
、
残
留
者
の
多
く
は
資
力
に

乏
し
く
自
力
で
住
宅
を
建
設
で
き
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
外
人
招
致
策

を
講
じ
る
た
め
、
二
五
年
に
内
務
省
社
会
局
長
官
並
び
に
財
団
法
人
同
潤
会
長

に
対
し
て
外
人
住
宅
二
十
戸
を
建
設
す
る
た
め
の
資
金
交
付
を
申
請
し
た
。
そ

の
結
果
、
金
十
万
円
が
交
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
長
ら
く
外
国
人
住
宅
の
再

興
は
遅
れ
て
い
つ
た
。

三
　
公
設
市
場

都
市
の
住
民
に
と
っ
て
日
曜
必
需
品
を
購
入
す
る
市
場
は
必
要
不
可
欠
な
施

設
で
あ
り
、
廉
価
な
品
物
を
供
給
す
る
公
設
市
場
の
設
置
は
明
治
三
ｏ
年
代
以

降
、
課
題
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
公
設
市
場
の
設
置
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
米

騒
動
で
あ

っ
た
（３
）。
社
会
秩
序
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
急
速
な
設
置
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
市
内
有
力
者
た
ち
の
寄
付
を
受
け

一
九

一
人

（大
正
七
）

年

一
二
月
、
西
戸
部

。
本
牧

・
青
木
町

。
南
吉
日
の
四
つ
の
公
設
市
場
が
設
置

さ
れ
た
。
ま
た
の
ち
に
真
金
町

（二
ｏ
年
）
、
港
町

（三
二
年
）
な
ど
に
も
市

場
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
当
初
、
売
価
は
普
通
商
店
と
の
差
が
あ
ま
り
な
く

評
判
が
悪
か
っ
た
と
い
う
。

四
　
食
堂

主
に
都
市
労
働
者
に
安
価
で
食
事
を
提
供
す
る
た
め
公
営
の
食
堂
が
設
置
さ

れ
た
。　
一
九
二
四

（大
正

一
三
）
年
に
、
桜
木
町
食
堂

・
中
村
町
食
堂

・
花
園

橋

・
翁
町
食
堂
、
二
五
年
に
新
山
下
町
食
堂
が
置
か
れ
た
。

五
　
救
護
所

救
護
所
は
行
旅
病
人
及
び
精
神
病
者
の
救
護
収
容
を
目
的
と
し
て
、　
一
人
八

九

（明
治
三
二
）
年
南
太
田
町
字
霞
耕
地
に
創
設
さ
れ
た
。
し
か
し
震
災
に
よ

っ
て
施
設
は
半
壊
し
た
。
そ
こ
で
震
災
善
後
会
の
寄
付
金
で
再
建
に
着
手
し
た

が
、
再
び
火
災
に
あ
い
、
神
奈
川
町
字
平
尾
前
の
元
協
調
会
病
院
跡
に
バ
ラ
ッ

ク
を
建
て
た
。
翌
二
四
年
、
旧
地
に
救
護
所
を
再
建
し
た
。

六
　
公
益
質
鋪

市
民
の
た
め
の
低
利
の
金
融
機
関
と
し
て
、　
一
九
二
二

（大
正

一
一
）
年
中

村
町
に
市
費
五
万
円
を
使
い
公
設
質
鋪
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
震
災
後
、
主
に

労
働
者
の
生
活
費
の
融
通
の
た
め
内
務
省
か
ら
の
義
捐
金
二
十
五
万
円
を
使
い

西
戸
部
町

。
青
木
町

・
北
方
町

・
山
下
町
の
四
ヶ
所
に
質
鋪
を
開
設
し
、
二
五

年
に
は
内
務
省
よ
り
震
災
善
後
施
設
費
と
し
て
交
付
さ
れ
た
三
十
六
万
円
を
使

い
、
小
松
原

・
富
士
見

・
浅
間

。
中
居

。
英

・
滝
頭

。
子
安
町
に
質
鋪
が
増
設

さ
れ
た
。七
　
授
産
施
設

震
災
及
び
そ
の
後
の
経
済
不
況
に
よ
っ
て
、
市
内
に
は
多
く
の
失
業
者
が
生

ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
失
業
防
止

・
就
職
斡
旋
の
た
め
に
婦
人
授
産
所
や
職

業
輔
導
所
が
建
設
さ
れ
た
。

一
九
二
四

（大
正

一
三
）
年
、
岡
野
町
に
元
県
立
高
校
女
学
校
同
窓
会
付
属
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幼
稚
園
の
建
物
を
使
用
し
て
婦
人
授
産
所
が
設
置
さ
れ
た
。
同
所
に
は
女
性
の

職
業
授
産
の
た
め
ミ
シ
ン
部

。
手
芸
部
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
八

（昭
和
三
）
年
に
同
所
は
青
木
町
宮
洲
町
に
移
さ
れ
、
神
奈
川
婦
人
授
産
所
と

改
称
さ
れ
た
。

市
内
の
労
働
者
の
子
弟
や
失
業
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
習
得
さ
せ
、
独
立

自
営
の
道
を
開
く
た
め
職
業
輔
導
所
が
設
置
さ
れ
た
。
二
四
年
に
桜
木
町
及
び

根
岸
町
字
麦
田
の
バ
ラ
ツ
ク
を
使
い
、
後
に
北
方
町
小
湊
に
輔
導
所
が
作
ら
れ
、

桶
職
部

・
家
具
職
部

。
経
師
職
部

。
鍼
力

（プ
リ
キ
）
職
部
な
ど
が
置
か
れ
た
。

ま
た
後
に
大
工
部

（県
立
工
業
学
校
内
）
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

（浅
野
総

合
中
学
校
内
）
な
ど
が
県
か
ら
引
き
継
が
れ
た
施
設
を
使
用
し
て
置
か
れ
た
。

八
　
教
化
施
設

資
本
階
級
と
労
働
階
級
の
対
立
を
緩
和
し
、
地
域
社
会
の
改
良
を
は
か
る
た

め
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
が
日
本
に
も
導
入
さ
れ
、
米
騒
動

・
関
東
大
震
災
を
経

て

一
九
二
六

（大
正

一
五
）
年
に
は
全
国
で
五
十
八
施
設

（公
立
十
五
、
民
間

四
十
三
）
が
設
置
さ
れ
た

（４
）。
横
浜
で
も
震
災
義
捐
金
と
し
て
大
阪
府
知
事

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
三
十
三
万
円
が
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
指
定
寄
付
金
と
し
て
使
用
さ

れ
、
二
五
年
に
横
浜
市
隣
保
館
の
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
同
館
は
二
七

（昭
和

三
）
年
に
南
太
田
町
富
士
見
耕
地
に
新
館
が
落
成

・
移
転
じ
第

一
隣
保
館
と
さ

れ
た
。
翌
年
に
は
内
務
省
交
付
金
九
十
万
円
を
使
い
、
第
二
隣
保
館

（中
区
中

村
町
）

。
第
三
隣
保
館

（神
奈
川
区
浅
間
町
）

。
第
四
隣
保
館

（神
奈
川
区
子

安
町
字
七
島
）

。
第
五
隣
保
館

（中
区
西
戸
部
町
、
の
ち
に
廃
止
）
が
増
設
さ

れ
た
。
ま
た
民
間
の
施
設
と
し
て
明
徳
学
園
が
杉
本
春
樹
に
よ
つ
て

一
九
年
に
設
立

さ
れ
、
南
太
田
町
庚
耕
地

一
帯
を
対
象
に
し
て
貧
困
不
就
学
児
童
を
教
育
し
て

い
た
が
、
二
七
年
、
市
に
移
管
さ
れ
第

一
隣
保
館
の
所
属
と
な
っ
た
。

九
　
方
面
委
員

米
騒
動
を
契
機
と
し
て
一
九
二
〇

（大
正
九
）
年
に
方
面
委
員
制
度
が
創
設

さ
れ
た
。
設
置
区
域
は
、
第

一
方
面
は
中
区
南
大
田
町

。
井
土
ヶ
谷
方
面

（四

十
ヶ
町
）
、
第
二
方
面
は
中
区
戸
部
町

。
久
保
町
方
面
、
神
奈
川
区
浅
間
町
方

面

（三
十

一
ヶ
町
）
、
第
三
方
面
は
中
区
南
吉
田

・
蒔
田

。
大
岡
町
方
面
、
磯

子
区
西
根
岸
町

。
森
町
方
面

（六
十
七
ヶ
町
）
、
第
四
方
面
は
中
区
本
牧
及
び

山
手
方
面

（十
七
ヶ
町
）、
第
五
方
面
は
神
奈
川
区
青
木

・
神
奈
川

。
子
安
方

面

（三
十
四
ヶ
町
）
、
鶴
見
方
面
は
鶴
見
区
鶴
見

・
潮
田
方
面

（十
八
ヶ
町
）、

保
土
ヶ
谷
方
面
は
保
土
ヶ
谷
区
保
土
ヶ
谷
帷
子

。
星
川
方
面

（十
五
ヶ
町
）
で

あ
っ
た
。
方
面
委
員
は
各
十
名
づ
つ
設
置
さ
れ
、
そ
の
活
動
は
住
民
の
生
活
調

査
、
診
療
券
の
普
及
、
児
童
保
護
な
ど
で
あ
っ
た
。

十
　
震
災
犠
牲
者
合
葬
施
設

震
災
時
に
不
明
者
三
千
三
百
人
を
久
保
山

・
三
沢
の
両
墓
地
に
仮
埋
葬
し

た
。　
一
九
二
三

（大
正

一
二
）
年

一
一
月

一
日
横
浜
公
園
に
お
い
て
震
災
殉
職

者
追
悼
会
が
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
九
月
に
久
保
山
合
葬
地
に
合
葬
さ
れ
、

二
六
年
八
月
久
保
山
に
納
骨
堂
が
建
設
さ
れ
た
。

（１
）

横
浜
市
内
で
は
七
月
頃
よ
り
い
く
つ
か
工
場
に
お
い
て
不
穏
な
動
き

が
あ

っ
た
。
八
月

一
五
日
夜
、
横
浜
公
園
に
約
千
人
が
集
ま
り
投
石
な

ど
を
行
い
、
掃
部
山
公
園
に
集
ま

っ
て
い
た
三
百
人
の
群
集
と
合
流
、

翌

一
六
日
は
早
朝
か
ら
外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
が
、
夜
に
は
群
集
が

横
浜
公
園
に
結
集
、
商
店
や
交
番
、
電
車
、
政
友
会
支
部
な
ど
に
投
石

を
行
な

っ
た
。
こ
の
日
の
群
集
は

一
万
三
千
人
以
上
、
検
挙
人
員
二
百

九
十

一
名
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
橘
樹
郡
保
土
ヶ
谷
町
の
保
土
ヶ
谷
曹
達

工
場
の
何
力
所
か
の
施
設
が
約
二
～
三
千
名
の
付
近
住
民
に
よ
っ
て
焼

き
う
ち
さ
れ
た
。
以
前
か
ら
工
場
の
煤
煙

。
悪
臭
に
対
す
る
抗
議
が
行

わ
れ
地
域
住
民
の
間
で
不
満
が
高
ま

っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
だ

っ
た
。

翌

一
七
日
に
は
横
浜
市
子
安
町
の
日
本
人
造
絹
糸
会
社
に
お
い
て
職
工

た
ち
が
賃
上
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
全
従
業
員
解
雇
に
憤
激
し
た
労

働
者
に
よ
っ
て
事
務
所
が
破
壊
さ
れ
た
。
横
須
賀
で
は

一
ｏ
日
に
原
造

船
所
の
職
工
五
百
人
が
三
割
賃
上
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
、　
一
五

・

一
六
日
に
は
五
～
六
百
人
が
諏
訪
公
園
内
埋
立
海
岸
に
集
ま

っ
た
が
、

暴
動
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。
詳
細
は
石
井
喬

「京
浜
の

『
米
騒
動
ヒ

（「郷
土
よ
こ
は
ま
∵
第
三
九
号
、　
一
九
六
四
年

一
〇
月
）
を
参
照
。

（２
）

以
下
は
、
吉
良
芳
恵

「横
浜
と
米
騒
動
」
（上
）
（下
）
（『横
浜
開
港
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資
料
館
紀
要
』
第

一
三
号
、
第

一
四
号
、　
一
九
九
五
年
二
月

。
一
九
九

六
年
三
月
）
に
よ
る
。

（３
）

前
掲
、
吉
良
論
文
を
参
照
。

（４
）
　

『国
史
大
辞
典
』
第
八
巻

（吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
七
年
）
「
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
」
の
項

（阿
部
志
郎
執
筆
）
を
参
照
。

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
パ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー

関
東
大
震
災
直
後
の
軍
隊
と
警
察

―
戒
厳
令
施
行
に
関
す
る

一
考
察
―

大
久
保
利
通
の
国
制
改
革
構
想

―
明
治
六
年

一
〇
月
政
変
直
後
に
お
け
る
―

〈
書
評
〉
山
本
英
二

『慶
安
御
触
書
成
立
試
論
』

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
第

一
四
号

（二
〇
〇
〇
年

一
月
二
〇
日
発
行
）

伊
東
富
昭

奥
田
晴
樹

石
井
　
喬

植
山
　
淳

〈
論

文
〉

学
徒
勤
労
動
員
と
教
員

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
入
会
案
内

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◎

「
『神
奈
川
県
史
」
を
学
ぶ
会
」
―
毎
月

一
回
、
原
則
と
し
て
第

一
土

曜
日
の
午
後
に
、
以
下
の
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①

「
幕
末
開
港
編
」
で
は
、
『神
奈
川
県
史
　
資
料
編
１０
近
世
７

海
防

。
開
国
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

②

「大
正

。
昭
和
編
」
で
は
、
『神
奈
川
県
史
　
資
料
編
ｎ
近
代

・

現
代
１
　
政
治

・
行
政
１
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

◎

『京
浜
歴
科
研
会
報
』
―
毎
月

一
回
発
行
し
て
、
会
員
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
研
究
会
の
記
録
や
書
評
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
―
毎
年

一
回
発
行
し
て
、
会
員
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
論
文
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎

「歴
史
を
歩
く
会
」
―
年
二
回
、
春
と
秋
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎

「集
中
研
究
会
」
―
年
二
回
、
春
と
夏
に
研
究
文
献
を
学
習
す
る
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【連
絡
先
】

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
事
務
局

〒
二
三
三
―
○
○
〇
六

横
浜
市
港
南
区
芹
が
谷
五
―
五
九
―

一
一
一　
大
湖
賢

一
方

電
話
　
〇
四
五
―
八
二
五
―
三
七
三
六

郵
便
振
替
口
座
　
○
〇
二
七
〇

一
八

一
一
五
五
三
五
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京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

御
入
会
下
さ
い
。
御
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
御
願
い
し
ま
す
。

入
会
を
御
希
望
の
方
は
、
事
務
局
へ
申
し
込
ま
れ
る
か
、
左
記
郵
便
振
替

を
御
利
用
下
さ
い
。
年
会
費
は
、
三
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。


